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「メディア文化学概論」だが、同じ講義を文学部の学生は「社会学特殊講義」として、あるいは「現代史特殊 」として受講している。教科書『現代メディア史』 （岩波テキストブック、一九九八年）は改訂新版の必要も感じるが、巻末の「基本文献案内」が古くなったとは思えない 私が学生時代から読んで血肉となった古典ばかりだからだ。 いつも ら、 「そこから自由に選べばい 」 突き放すのだが、この原稿が脳裏をよぎった。　「戦後七〇年」の夏に薦める
「メディア文化論」三冊とは何だろうか。
論』一九三六年四月号）および「デマの社会性」 （ 『文芸春秋』同）をまとめたものだ。もし関東大震災の「朝鮮人襲来」流言の恐怖を念頭に構想され 書物なら、清水は流言蜚語の「生産性」を繰りかえし説いただろうか。　
関東大震災の教訓という設定は













































ツ国民 全階層に浸透していた心理的パターンは中産階級の市民的価値観であり、その心性に根ざした映画が労働者を含め国民全体に受け入れられた。市民的価値観からナチズムを考察する立場 、ジョージ・Ｌ・モッセ『ナショナリズムとセクシュアリティ』 （柏書房、一九九六年）などその後のファシズム研究にも引き継がれている。結びの言葉は象徴的である。　「 『ニーベルンゲン』の装飾的パターンが、ニュルンベルクにおいては巨人的なスケールで実現した。すなわち、旗の波と人工的に配置された群衆が、現実のなかで再現された。……それはすべて、まさにスクリーン上さながら 光景だった。最後の悲運の暗い予感もまた現実化したのだった」 。　大衆心性を描き出したメディア
史の金字塔というべき ろう。（さとう
　
たくみ／京都大学教授）
